
二
〇
〇
五
年
小
泉
首
相
の
下
で
実
施
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
に

お
け
る
女
性
自
民
党
候
補
の
多
様
性
増
大
に
つ
い
て

岩
　
本
　
美
砂
子

１
　
突
然
の
二
〇
〇
五
年
選
挙
と
女
性

「刺
客
」
候
補

日
本
に
お
け
る
女
性
衆
議
院
議
員
数
は
、
長
ら
く
戦
後
第

一
回
選
挙
―
―
大
選
挙
区
連
記
制
―
―
で
選
出
さ
れ
た
三
九
人
と
い

う
記
録
を
破
れ
な
い
で
き
た
。　
一
九
四
七
年
に
選
挙
制
度
が
中
選
挙
区
単
記
制
に
変
更
さ
れ
、　
一
九
八
九
年
ま
で
は
女
性
議
員
は

一
％
台
で
推
移
し
た
。
し
か
し

一
九
九
六
年
に
、小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
が
導
入
さ
れ
て
以
来
、
一
一〇
〇
三
年
に
僅
か
に
減
っ

た
こ
と
を
例
外
と
し
て
、
増
加
傾
向
が
続
い
て
き
た
。
二
〇
〇
五
年
に
は
、
左
翼
政
党
で
は
な
く
自
民
党
が
積
極
的
に
女
性
候
補

者
を
立
て

（二
六
人
）、
そ
の
全
員
が
当
選
し
、
他
党
と
の
合
計
で
女
性
が
四
三
人
と
な
り
、
三
九
人
を
越
え
た
。
ま
だ
全
衆
議
院

議
員
四
八
〇
人
の
う
ち

一
割
よ
り
も
少
な
い
が
。

小
泉
前
首
相
は
、
二
〇
〇
五
年
八
月
八
日
、
参
議
院
で
郵
政
民
営
化
法
案
が
否
決
さ
れ
た
後
直
ち
に
衆
議
院
を
解
散
し
た
。
こ

二
〇
〇
五
年
小
泉
首
相
の
下
で
実
施
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
に

お
け
る
女
性
自
民
党
候
補
の
多
様
性
増
大
に
つ
い
て

-

突
然
の
二
〇
〇
五
年
選
挙
と
女
性

｢刺
客
｣
候
補

岩

本

美
砂
子

日
本
に
お
け
る
女
性
衆
議
院
議
員
数
は
'
長
ら
-
戦
後
第

l
回
選
挙
-

大
選
挙
区
連
記
制
-

で
選
出
さ
れ
た
三
九
人
と
い

う
記
録
を
破
れ
な
い
で
き
た
｡

一
九
四
七
年
に
選
挙
制
度
が
中
選
挙
区
単
記
制
に
変
更
さ
れ
､

一
九
八
九
年
ま
で
は
女
性
議
員
は

一
%
台
で
推
移
し
た
｡
し
か
し

一
九
九
六
年
に
､
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
が
導
入
さ
れ
て
以
来
'
二
〇
〇
三
年
に
僅
か
に
減

っ

た
こ
と
を
例
外
と
し
て
'
増
加
傾
向
が
続
い
て
き
た
｡
二
〇
〇
五
年
に
は
'
左
翼
政
党
で
は
な
-
自
民
党
が
積
極
的
に
女
性
候
補

者
を
立
て

(二
六
人
)
'
そ
の
全
員
が
当
選
し
､
他
党
と
の
合
計
で
女
性
が
四
三
人
と
な
り
'
三
九
人
を
越
え
た
｡
ま
だ
全
衆
議
院

議
員
四
八
〇
人
の
う
ち

一
割
よ
り
も
少
な
い
が
｡

小
泉
前
首
相
は
'
二
〇
〇
五
年
八
月
八
日
､
参
議
院
で
郵
政
民
営
化
法
案
が
否
決
さ
れ
た
後
直
ち
に
衆
議
院
を
解
散
し
た
｡
こ

1
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2005年自民党女性候補者-当選者

ブロック 遠挙区 氏名 小選挙区勝敗 順位 :女性枠○ 刺客○ 造反派の勝ち負け

1 北海道 北海道10 飯島ゆかり 負 しわ ○ 負 (民主党の勝ち)

東北 なし .

2 北関東 栃木2 森山真弓 勝 比例なし

3 茨城7 永岡桂子 負 同-3

4 群馬5 小捌優子 勝 同一3

5 比例単独 中森福代 34

6 埼玉 13 土屋晶子 勝 同一3-

7 南関東 千葉2 山中燈子 勝 J)

8 東京 比例単独 猪口邦子 (ら9 東京 10 小池百合子 勝 同-3 ○ 負

10 東京 14 絵島みどり 勝 同一3

ll 北陸信越 福井1 稲田朋美 勝 ② ○ 負

12 東海 静岡1 上ノll陽子 勝 同一6
13 静岡7 片山さつき 勝 ① ○ 負

14 愛知4 藤野真紀子 負 ①

15 岐阜1 佐藤ゆかり 負 ① ○ 勝 :野田聖子

16 近畿 比例単独 近藤三津枝 jl

17 奈良2 高市早苗 勝 @ ○ 比例復活 :滝莫 (戟党日本)

18 京都6 井揮京子 負 同一6

19 大阪2 川粂志嘉 勝 同一6 ○

20 大阪7 渡嘉敷奈緒美 勝 同∴6

21 夫阪ll 井脇ノブ子 負 ② 負 (民主党の勝ち)

22 大阪17 岡下信子 勝 同一6 負

23 中国 岡山3 阿部俊子 負 迂1 ○ 勝 :平沼起夫

24 四国 比例単独 西本勝子 14

25 九州 福岡1d 西川京子 勝 ① ○ 負
2



二〇〇五年衆議院議員選挙

の
選
挙
で
は
'
い
わ
ゆ
る

｢刺
客
｣
候
補
が
多
-
の
関
心
を
呼
ん
だ
｡
三
七
人
の
衆
議
院
議
員
が
七
月
五
日
に
郵
政
民
営
化
反
対

に
投
票
し
て
い
た
｡
小
泉
首
相
は
彼
ら
全
部
を
公
認
か
ら
は
ず
し
'
公
認
さ
れ
た
別
の
候
補
者
I

別
名

｢刺
客
L
I

を
彼
ら

の
選
挙
区
に
送
っ
た
｡
反
対
票
を
投
じ
公
認
を
失
っ
た
者
は
'
無
所
属
に
な
っ
た
り
新
党
を
作
っ
た
り
し
た
｡

｢刺
客
｣
の
う
ち
の
何
人
か
は
公
募
さ
れ
て
お
り
'
何
人
か
の
現
職
と
元
職
の
衆
議
院
議
員
が
選
挙
区
を
換
え
た
｡
日
本
で
は
落

下
傘
候
補
は
ま
れ
な
現
象
だ
が
'
当
時
の
環
境
大
臣
の
小
池
百
合
子
が
､
最
初
に
選
挙
区
を
換
え
る
と
言
い
出
し
母
｡
現
職
の
西

川
京
子
と
元
職
の
高
市
早
苗
も
選
挙
区
を
換
え
た
｡
新
た
に
女
性
候
補
が
増
え
た
の
で
'
全
て
の

｢刺
客
｣
が
女
性
で
あ
る
と
誤

解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
､
｢刺
客
｣
三
七
人
の
う
ち
女
性
候
補
は
二
六
人
の
う
ち
十
人
で
あ
り
､
他
の
二
七
人
は
男
性
だ
っ
た
｡

二

一人
の
新
人
女
性
と
西
川
京
子

･
高
市
早
苗

･
山
中
輝
子
と
が

二

の
比
例
区
の
う
ち
八
つ
で
単
独
上
位
に
掲
載
さ
れ
'
当

選
が
確
実
に
さ
れ
た
｡
こ
う
し
て
女
性
候
補
を
比
例
名
簿
の
上
位
に
お
い
た
新
し
い
手
法
は
'
｢女
性
枠
｣
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

2

な
っ
た
｡
解
散
直
後
'
小
泉
純

一
郎
の
当
選
以
来
の
秘
書
の
飯
島
熟
と
当
時
の
武
部
勤
幹
事
長
と
二
階
俊
博
総
務
会
長
と
が
候
補

者
選
定
委
員
会
を
作
-
'
有
名
人
女
性
を
片
端
か
ら

｢女
性
枠
で
当
選
す
る
か
ら
｣
と
口
説
い
て
回
っ
た
｡
八
月
中
旬
'
東
京
の

有
名
人
女
性
の
間
で
は
'
誰
に
声
が
か
か
っ
て
誰
が
そ
う
で
な
か
っ
た
か
'
た
-
さ
ん
の
会
話
が
な
さ
れ
た
と
い
う
｡

小
泉
は
公
認
さ
れ
た

｢刺
客
｣
を
八
月
の
中
旬
に
毎
日
小
出
し
に
し
た
｡
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
と
ス
ポ
ー
ツ
新
開
が
熱
狂

し
､
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は

｢刺
客
｣
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
た
｡
と
-
に
造
反
派
の
野
田
聖
子
へ
の

｢刺
客
｣
誰
に
な
る
か
が
関
心
の

的
と
な
り
､
無
名
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
だ
が

｢美
女
｣
と
呼
ば
れ
た
佐
藤
ゆ
か
-
が
野
田
の
選
挙
区
に
派
遣
さ
れ
'
岐
阜

一
区
は

｢女

同
士
の
バ
ト
ル
｣
と
し
て
最
も
関
心
を
呼
ん
だ
選
挙
区
に
な
っ
た
｡

3
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3

2

従
来
の
自
民
党
女
性
衆
議
院
議
昇

4

｢
二
〇
〇
五
年
選
挙
｣
以
前
の
自
民
党
は
女
性
候
補
擁
立
に
非
常
に
消
極
的
で
､
特
に
衆
議
院
で
は
そ
う
で
あ

っ
た
｡

一
九
八
〇

年
の
総
選
挙
か
ら

一
九
九
三
年
の
総
選
挙
ま
で
'
自
民
党
に
女
性
衆
議
院
議
員
は
い
な
か
っ
た
｡

一
九
九
三
年
に

二

一年
ぶ
り
に

選
出
さ
れ
た
女
性
衆
議
院
議
員
は
､
田
中
真
紀
子
と
野
田
聖
子
の
み
で
あ
-
､
い
ず
れ
も
政
治
家
の

｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
｣
に
属
す
る

4

も
の
で
あ

っ
た
)｡
本
稿
で
は
'
両
親
'
配
偶
者
の
両
親
'
祖
父
母
'
配
偶
者
の
祖
父
母
'
お
じ

･
お
ば
'
配
偶
者
の
な
か
に
政
治

家
が
い
て
､
そ
の
選
挙
区
が
重
な
る
場
合
'
そ
の
議
員
を

｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
｣
と
分
類
す
る
｡
参
議
院
議
員
に
は
男
女
の
タ
レ
ン
ト

議
員
が
い
た
た
め
'
女
性
参
議
院
議
員
の
比
率
は
衆
議
院
議
貞
よ
-
多
い
｡
し
か
し
数
の
上
で
は
参
議
院
の
定
数
が
衆
議
院
の
約

半
数
な
の
で
､
数
が
多
い
の
で
は
な
い
｡
衆
議
院
で
は

1
九
四
七
年
か
ら

l
九
九
三
年
ま
で
単
記
非
委
譲
式
投
票

-

国
内
で
は

通
常

｢中
選
挙
区
単
記
制
｣
と
呼
ば
れ
て
い
る
-

で
あ
り
'
タ
レ
ン
ト
議
員
が
少
な
か
っ
た
｡

一
九
九
三
年
ま
で
の
衆
議
院
議
員
選
挙
は
単
記
非
委
譲
式
投
票
で
あ

っ
た
が
'

一
九
九
六
年
よ
り
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制

5

と
な

っ
な
O

一
九
九
六
年
に
は
小
選
挙
区
三
〇
〇
･
比
例
代
表
二
〇
〇

(
〓

ブ
ロ
ッ
ク
)
で
あ

っ
た
が
'
二
〇
〇
〇
年
よ
り
三

〇
〇
と

一
八
〇

(
〓

ブ
ロ
ッ
ク
)
と
な

っ
た
｡

一
九
九
三
年
の
政
治
改
革
議
論
の
際
は
'
｢小
選
挙
区
制
の
導
入
が
女
性
を
不
利
に
す
る
｣
と
い
う
批
判
も
あ

っ
た
が
､
比
例
代

表
制
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
-
t
か
つ
小
選
挙
区
と
比
例
代
表
に
重
複
立
候
補
も
可
能
な
の
で
'
こ
れ
を
利
用
し
て
女
性
を
増
や

す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
｡
そ
れ
に
踏
み
切

っ
た
の
は
､
小
泉
首
相
に
と

っ
て
の
最
後
の
国
政
選
挙
と
な
っ
た
二
〇
〇
五
年
選
挙
で

あ

っ
た
｡



二〇〇五年衆議院議員選挙

本
稿
で
は
,
自
民
党
候
補
女
性
た
ち
を
リ
ク
ル
ー
ト
資
源
ご
と
に
九
グ
ル
ー
プ
に
分
け
､
二
〇
〇
三
年
の
当
選
者
と
二
〇
〇
五

年
の
当
選
者
を
比
較
し
'
ど
の
よ
う
な
候
補

=
議
員
が
増
え
た
の
か
､
検
討
し
て
い
き
た
い
｡

3

衆
議
院
議
員
の
分
類

回

困
丑
山

先
に
も
述
べ
た
が
､
家
族
の
な
か
に
政
治
家
が
い
て
選
挙
区
が
重
な
る
場
合
､
｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
｣
を
と
す
る
｡
日

本
で
は
､
秘
書
出
身
や

｢未
亡
人

(寡
婦
)
｣
の
候
補
は
少
な
い
｡
自
民
党
で
は
'
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
当
選
回
数
を
基
準
と

し
た
党
の
役
員
､
国
会
の
常
任
委
員
会
の
委
員
長
や
理
事
'
大
臣
や
政
務
次
官
の
分
配
を
行
っ
て
き
た
｡
ど
ん
な
政
治
家
も
当
選

五
な
い
し
六
回
で
大
臣
と
さ
れ
た
｡
も
っ
と
も
こ
の
不
文
律
は
'
小
泉
首
相
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
た
｡

地
元
後
援
会
は
,
大
臣
経
験
の
あ
る
有
力
な
政
治
家
を
求
め
て
お
り
､
オ
ヤ
ジ
政
治
家
が
引
退
し
た
-
亡
-
な
っ
た
り
し
た
時
'

息
子
や
女
婿
に
跡
を
継
が
せ
た
が
っ
た
｡
そ
れ
な
り
の
年
齢
に
達
し
て
い
る
秘
書
や

｢奥
さ
ん
｣

は
'
後
継
後
五
回
の
当
選
を
狙

う
の
は
難
し
く
､
継
承
者
と
し
て
回
避
さ
れ
た
｡

年
配
男
性
の
後
援
会
員
は

｢娘
を
担
ぐ
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
｣
と
い
う
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
｡
現
在
政
治
家
の
家
庭
で
も
子

ど
も
は
二
人
程
で
あ
る
か
ら
'
一
人
も
男
の
子
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
珍
し
-
な
い
(約
四
分
の
一
確
率
)｡
娘
婿
を
後
継
者
と

す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
,
娘
を

｢見
込
み
の
あ
る
｣
官
僚
と
見
合
い
結
婚
さ
せ
て
お
-

(多
-
は
夫
が
改
姓
し
て
岳
父
の
姓
と
選

挙
区
を
継
ぐ
)
政
治
家
も
い
る
｡
ま
た
甥
が
出
る
と
い
う
事
例
も
あ
る
｡

田
中
真
紀
子
と
野
田
聖
子
は
､
二
人
と
も
先
代

(野
田
の
場
合
､
祖
父
)
の
地
盤
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
の
で
は
な
-
､
自
分

5
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で
組
織
し
直
し
た
の
で
あ
-
､
｢直
系
の
二
世
｣
で
は
な
い
｡
田
中
も
野
田
も
小
泉
政
権
の
間
に
党
外
に
出
た

(二
〇
〇
五
年
選
挙

で
は
無
所
属
｡
野
田
は
二
〇
〇
六
年
九
月
に
復
党
)
が
､
こ
れ
は
彼
女
達
の
後
援
会
が
'
党
よ
り
議
員
へ
の
忠
誠
が
高
く
て
強
力

だ
か
ら
可
能
だ
っ
た
の
だ
｡
自
民
党
の

｢国
会
議
員
の
直
系
の
二
世
｣
の
女
性
候
補
は
現
在
の
と
こ
ろ
､
二
〇
〇
〇
年
に
選
出
さ

れ
た
小
測
優
子
の
み
で
あ
る
｡
元
埼
玉
県
知
事
の
娘
の
土
屋
晶
子
は
､
一
九
九
六
年
に
選
出
さ
れ
た
が
初
め
の
二
回
は
無
所
属
で
､

二
〇
〇
三
年
か
ら
自
民
党
所
属
と
な
っ
た
｡

一
九
九
二
年
に
'
元
熊
本
県
知
事
で
元
自
民
党
議
員
の
細
川
護
配
∵

加
代
子
夫
妻
が
日
本
新
党
に
抜
け
た
あ
と
,
津
奈
木
町
の

男
性
町
長
の
妻
と
し
て
自
民
党
熊
本
県
連
女
性
部
再
建
に
功
が
あ
っ
て
二
〇
〇
〇
年
衆
議
院
比
例
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
当
選
し
再

6

選
さ
れ
た
西
川
京
子
は
､
｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
｣

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
｡
ま
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
議
員
と
し
て
,
官
僚
か
ら
出
馬
予
定
の
夫

の
死
に
よ
り
'
政
治
活
動
を
引
き
継
い
だ
岡
下
信
子

(二
〇
〇
〇
年
当
選
)
が
い
る
｡

二
〇
〇
三
年

=

月
選
挙
後
の
自
民
党
衆
議
院
議
員

(男
女
計
)
の
約
半
数
は

｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
議
員
｣

だ
っ
た
が
,
女
性
当
選

者

一
〇
人
の
う
ち
'
野
田
'
小
淵
'
土
屋
､
西
川
､
岡
下
と
女
性
の
半
分
が

｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
政
治
家
｣

で
あ
っ
た
｡
自
民
党
は
女

性
で
も

｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
政
治
家
｣
比
率
は
高
か
っ
た
と
言
え
る
が
'
絶
対
数
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
｡

二
〇
〇
五
年
選
挙
で
は
'
女
性
自
民
党

｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
｣

候
補
は
五
人
で
あ
っ
た
｡
野
田
は
自
民
党
の
外
に
出
さ
れ
て
い
た
｡

永
岡
桂
子
は
'
郵
政
民
営
化
問
題
で
板
挟
み
と
な
っ
て
自
殺
し
た
永
岡
洋
治
衆
議
院
議
員
の
未
亡
人
で
あ
る
｡
彼
女
は
自
民
党
公

認
と
し
て
'
つ
ま
り
郵
政
民
営
化
賛
成
の
立
場
を
表
明
し
て
夫
の
選
挙
区
で
立
候
補
し
､
小
選
挙
区
で
は
敗
北
し
た
が
,
北
関
東

比
例
ブ
ロ
ッ
ク
で
自
民
党
の
圧
勝
に
よ
っ
て
当
選
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
｣

議
員
は
'
地
元
選
挙
区
に
お
い
て
親
や
夫
の
代
か
ら
の
後
援
会
か
ら
支
持
さ
れ
て
お
り
,
｢公
募
｣
候
補
と
は

異
質
で
あ
り
､
落
下
傘
候
補
と
な
っ
た
の
は
西
川
の
み
で
あ
っ
た
｡
彼
女
は
選
挙
区
を
移
り
'
福
岡
十
区
で
造
反
派
の
自
見
庄
三

6



二〇〇五年衆議院議員選挙

郎
を
破
っ
た
｡

｢刺
客
｣
で
は
な
い
が
､
官
僚
出
身
の
参
議
院
議
員
を
夫
に
持
つ
藤
野
真
紀
子
が

｢空
白
区
｣
だ
っ
た
愛
知
四
区
に
立
候
補
し
た
｡

彼
女
自
身
が

｢
カ
リ
ス
マ
主
婦
｣

と
し
て
夫
よ
り
も
有
名
な
の
で
､
本
稿
は
藤
野
を

｢
タ
レ
ン
ト
｣
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
｡

藤
野
を
除
く

｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
｣
は
当
選
女
性
議
員
二
六
人
の
う
ち
五
人
で
'

一
九

二

一%
に
当
た
る
｡
二
〇
〇
三
年
の
五
〇
%
に

比
し
て
､
著
し
く
低
下
し
た
｡
女
性
の
う
ち

｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
｣

議
員
の
比
率
は
男
性
の
う
ち
の

｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
｣
議
員
比
率
の
約

半
分
と
な
っ
た
｡
二
〇
〇
五
年
の
選
挙
で
は
､
｢公
募
｣
が
行
わ
れ
た
た
め
'
男
性
の

｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
｣

比
率
も
少
し
下
が
っ
た
｡

[鳳

官
僚
出
身
者
に
関
し
て
'
日
本
で
は
現
在
'
国
家
公
務
員
総
数
の
l
六
%
し
か
女
性
が
い
な
い
｡
国
立
大
学
の
独
立
行

政
法
人
化

(付
属
学
校
の
教
員
や
付
属
病
院
の
看
護
師
も
含
む
)
以
前
で
も
二
〇
%
に
過
ぎ
な
か
っ
た
｡
デ
ー
タ
が
古
い
が
'
二

〇
〇
一
年
度

『公
務
員
白
書
』
で
は
'
女
性
公
務
員
比
率
は
ド
イ
ツ
で
三
九
%
､
英

･
米
が
四
九
%
台
と
い
う
数
字
が
上
が
っ
て

い
る
｡
女
性
官
僚
の
少
な
さ
が
日
本
政
治
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
｡
さ
ら
に
日
本
で
は
上
級
官
僚
に
関
し
て
'
課
長
級
以
上
の
女

性
は

一
･
六
%
に
留
ま
っ
て
き
た
｡

官
僚
か
ら
自
民
党
の
候
補
者
に
な
る
と
い
う
の
は
男
性
で
は
普
通
で
あ
る
｡
森
山
真
弓
は
､
労
働
官
僚
か
ら

一
九
八
〇
年
に
栃

木
県
地
方
区
で
参
議
院
議
員
に
な
っ
た
が
､
そ
の
時
は
夫
の
森
山
欽
次

(
一
九
八
七
年
死
亡
)
が
旧
栃
木

一
区
か
ら
衆
議
院
に
出

て
い
た
の
で
,
｢未
亡
人
に
よ
る
継
承
｣
で
は
な
い
｡
彼
女
は
､
環
境
庁
長
官
'
女
性
で
は
最
初
で
最
後

-
今
の
と
こ
ろ
I

の

官
房
長
官
,
文
部
大
臣
'
法
務
大
臣
を
歴
任
し
た
｡
本
稿
で
は

｢官
僚
｣
を
彼
女
の
第

1
資
源
と
し
て
い
る
｡
二
〇
〇
五
年
の
新

人

｢官
僚
｣

候
補
は
財
務
省
出
身
の
片
山
さ
つ
き
で
あ
り
'
彼
女
は
静
岡
七
区
の
小
選
挙
区
で
勝
っ
た
｡
森
山
と
併
せ
て
'
こ
の

グ
ル
ー
プ
は
二
人
に
な
っ
た
｡

7
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7

1
九
九
九
年
か
ら
日
本
政
府
は
官
僚
の
採
用
政
策
を
若
干

｢女
性
歓
迎
｣
の
方
向
に
変
え
i
lJ.
さ
ら
に
現
在
五
人
い
る
女
性
知

事
の
う
ち
二
人
は
通
産
官
僚
出
身
な
の
で
'
今
後
女
性
官
僚
が
漸
増
す
る
な
か
､
議
員
に
関
し
て
も
官
僚
出
身
者
は
増
え
る
と
思

わ
れ
る
｡
日
本
の
高
級
官
僚
は
､
し
ば
し
ば
夜
中
や
明
け
方
ま
で
長
時
間
労
働
し
､
地
方
出
先
機
関
や
地
方
自
治
体

へ
の
転
勤
も

多
い
｡
こ
う
し
た
働
き
方
で
は
援
助
し
て
-
れ
る
母
親
か
姑
が
い
な
い
限
り
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
日
本
で
は
移

民
の
家
事
労
働
者
を
雇
う
こ
と
は
､
日
系
人
で
な
い
限
-
難
民
出
入
国
管
理
法
が
単
純
労
働
目
的
の
移
民
を
禁
じ
て
い
る
の
で
,

ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
｡
家
事
サ
ー
ビ
ス
は
高
価
で
､
若
い
官
僚
の
給
料
は
安
い
｡
職
場
で
苦
労
し
て
勤
め
続
け
て
い
る
女
性
キ
ャ

リ
ア
官
僚
に
と
っ
て
'
当
選
時
点
で
は
な
-
立
候
補
時
点
で
辞
職
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
が
あ
る
以
上
､
組
織
内
で

｢生
き

残

っ
て
｣
い
る
な
ら
､
職
を
賭
け
て
政
治
家

へ
の
転
身
を
企
て
る
の
は
男
性
よ
-
も
確
率
が
低
い
と
想
像
で
き
る
｡

8

1
九
八
九
年
に
社
会
党
が
女
性
候
補
を
立
て
て
多
-
の
議
席
を
得
た
マ
ド
ン
ナ

･
ブ
ー
ム
以
来
'
自
民
党
も
女
性
大
臣
を
登
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
-
な
っ
た
が
'
自
党
の
女
性
議
員
が
少
な
か
っ
た
た
め
'
官
僚
出
身
で
民
間
人
と
な
っ
て
い
た
女
性
を
大
臣

に
登
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
｡
こ
う
し
た
女
性
た
ち
の
後
輩
は
､
彼
女
た
ち
と
違

っ
て

一
度
民
間
に
出
る
こ
と
な
く
,
退
官
後
直

ち
に
国
政
選
挙
に
出
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
｡

画

且

地
方
政
治
家
や
職
員
の
出
身
者
を

｢地
方
｣
と
分
類
す
る
が
,
大
半
は
市
町
村
会
議
員
と
都
道
府
県
会
議
員
の
出
身
で

あ
る
｡
日
本
で
は
､
単
記
非
委
譲
式
で
行
わ
れ
る
地
方
議
会
選
挙
に
お
い
て
'
男
性
名
望
家
層
が
町
内
や
旧
字
か
ら

一
人
を
選
び

9

｢地
域
推
薦
侯
祢
｣
と
L
t
彼
に
投
票
す
る
よ
う
に
住
民
男
女
に
非
公
式
の
圧
力
を
か
け
続
け
て
き
た
｡
｢地
域
推
薦
候
補
｣
は
ほ

ぼ
男
性
な
の
で
'
国
会
の
女
性
比
率
よ
り
も
地
方
議
員
の
女
性
比
率
の
方
が
低
い
状
態
が
続
い
て
き
た
｡

一
九
八
〇
年
代
か
ら
女
性
地
方
議
員
が
増
え
る
に
は
増
え
た
が
'
共
産

･
公
明
両
党
所
属
議
員
が
多
-
､
ま
た
教
育

･
福
祉

･

8
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環
境
と
い
っ
た
N
G
O
出
身
の
女
性
議
員
は
無
党
派
で
あ
る
｡
地
域
の
保
守
系
の
有
力
男
性
名
望
家
は

｢女
性
を
担
ぐ
｣
こ
と
に

消
極
的
だ

っ
た
が
'
最
近
で
は
'
女
性
候
補
が

｢地
域
推
薦
｣
を
受
け
る
こ
と
も
ゼ
ロ
で
は
な
-
な

っ
た
｡
ま
た
こ
こ
数
年
の
大

規
模
市
町
村
合
併
に
伴
い
'
地
域
推
薦
に
ガ
タ
が
来
て
お
-
'
広
-
な

っ
た
選
挙
区
か
ら
広
-
薄
-
集
票
す
る
女
性
の
当
選
が
増

え
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
｡

従
来
保
守
系
の
市
町
村
議
員
と
な

っ
た
者
の

1
部
は
'
経
験
を
積
ん
で
都
道
府
県
会
議
貞
と
な
-
'
さ
ら
に
自
民
党
の
公
認
を

㈹

受
け
て
国
政
を
伺
う
者
も
い
る
｡
こ
の
間
に
市
町
村
長
を
経
験
す
る
者
も
い
る
｡
地
方
議
員

･
首
長
は
､
三
番
目
に
有
力
な
自
民

党
国
会
議
員
リ
ク
ル
ー
ト
の
ル
ー
ト
で
あ
る
｡

｢刺
客
｣

の
な
か
に
飯
島
夕
雁
と
い
う
元
東
京
都
青
ヶ
島
村
教
育
長
が
い
る
｡
他
に
'
｢刺
客
｣
で
は
な
い
新
人
議
員
が
三
人
い

て
'
渡
嘉
敷
奈
緒
美
'
中
森
福
代
'
西
本
勝
子
が
地
方
議
員
経
験
者
で
あ
る
｡
｢地
方
｣

出
身
者
の
場
合
は
'
地
盤
自
体
が
資
源
で

あ
る
か
ら
､
｢落
下
傘
｣

の

｢刺
客
｣

と
な
る
こ
と
は
考
え
に
-
い
｡
し
か
し
飯
島
は
北
海
道
に
選
挙
区
を
換
え
た
｡
こ
の
よ
う
に

し
て
'
｢地
方
｣
女
性
候
補
は
ゼ
ロ
か
ら
四
人

(二
六
人
の
う
ち

一
五

･
四
%
)
に
増
え
た
の
で
あ
る
｡

女
性
の
場
合
'
結
婚
や
夫
の
転
勤
で
､
か
つ
て
の
地
方
議
員

･
職
員
の
経
験
を
も

っ
た
ま
ま
別
の
地
域
に
移
動
す
る
こ
と
が
､

男
性
よ
り
は
多
い
だ
ろ
う
｡
但
し
､
地
方
議
員
か
ら
国
会
議
員
候
補
に
転
出
す
る
際
に
は
'
同
じ
よ
う
な
転
身
を
試
み
る
男
性
と

の
競
争
と
い
う
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
｡
国
会
議
院
選
挙
に
お
い
て
与
野
党
対
立
が
厳
し
-
な
り
､
女
性
ゆ
え
に
浮
動
票
を
得
や

す
い
等
の
理
由
で
党
の
執
行
部
が
積
極
的
に
抜
擢
し
な
い
限
-
､
地
元
か
ら
国
会
に
転
出
が
促
さ
れ
る
こ
と
は
多
-
な
い
と
思
わ

れ
る
｡
た
だ
'
こ
こ
数
年
の
大
規
模
市
町
村
合
併
に
よ
-
地
方
議
員
定
数
は
大
き
-
減

っ
て
お
り
､
｢生
き
延
び
た
｣
議
員
は
そ
れ

な
り
の
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
多
く

女
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
国
政
に
出
に
く
い
と
い
う
こ
と
は
減

っ
て
い
く
よ
う
に

思
わ
れ
る
｡

9
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松
下
政
経
塾

松
下
政
経
塾
出
身
者
は
'
男
性
で
は

一
つ
の
政
党
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
ほ
ど
多
い
｡
が
､
女
性
で
は

一
九
九

三
年
に
無
所
属
で
当
選
L
t
新
進
党
か
ら
自
民
党
に
移

っ
て
い
た
高
市
早
苗

(二
〇
〇
三
年
落
選
)
だ
け
で
あ

っ
た
｡
松
下
政
経

塾
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

(二
〇
〇
七
年
七
月
参
議
院
議
員
選
挙
前
の
デ
ー
タ
)
に
載

っ
て
い
た
政
治
家

(衆
参
両
院
議
員
'
都
道
県

会
議
員
'
市
区
町
村
議
員
'
知
事
'
市
区
町
村
長
)
の
合
計
は
七
〇
人
で
女
性
は
五
人
'
女
性
比
率
は
七

二

%
と
あ
ま
り
高
く

な
い
｡
卒
塾
生
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
二
七
人
の
う
ち
女
性
は
二
五
人
で
'

二

･
〇
%
で
あ
る
｡
特
に
増
加
な
い
し
減
少

の
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
｡
入
塾
生
の
男
女
比
率
や
脱
落
者
も
判
明
し
な
い
と
'
同
塾
が
女
性
を
男
性
と
同
等
に
扱

っ
て
い
る
か
ど

山じ

う
か
明
確
に
は
判
断
で
き
な
い
｡

し
か
し
､
同
塾
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
配
慮
し
た
入
塾
支
援
,
経
済
支
援
は
行

っ
て
い
な
い
｡
難
関

大
学
の
法
学
部
で
も
女
子
学
生
は
約
四
割
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
の
で
､

二

･
〇
%
で
は
女
性
に
と

っ
て
広
い
門
と

は
言
え
な
い
｡

し
か
し
､
そ
れ
は
塾
の
方
針
の
問
題
と
言
う
よ
-
も
'
｢政
治
を
学
ぼ
う
と
す
る
女
性
｣
が
'
日
本
に
お
い
て
デ
ィ
ス
カ
レ
ッ
ジ

さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
問
題
に
よ
る
で
あ
ろ
う
｡
つ
ま
り
'
女
性
が
政
治
に
関
わ
る
こ
と
を

｢自
己
規
制
｣
す
る
よ
う
に
社
会
化

さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
｡
日
本
女
性
は
､
男
性
に
比
べ
て
政
治
的
能
力
が
生
来
劣

っ
て
い
る
の
で
は
な
く
'
ス
ピ
ー
チ

や
デ
ィ
ベ
ー
ト
'
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
技
能
を
鍛
え
る
チ
ャ
ン
ス
を
-

例
え
ば
学
校
で
の

｢隠
れ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
｣

や
'
娘
を
法
学
部
や
経
済
学
部
に
や
り
た
-
な
い
親
に
よ
っ
て
-

相
対
的
に
奪
わ
れ
て
い
る
｡
既
存
の
大
学
や
企

業
の
オ
ン
ザ
ジ
ョ
ブ

･
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
以
外
の
場
で
こ
う
し
た
技
能
を
鍛
え
る
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
こ
と
は
'
重
要
で
あ
る
｡
日
本

の
潜
在
的
女
性
候
補
に
と

っ
て
の
み
な
ら
ず
､
ニ
ー
ト
'
フ
リ
ー
タ
ー
を
抱
え
る

一
方
で
将
来
の
労
働
力
不
足
が
予
測
さ
れ
る
が

日
本
経
済
に
と

っ
て
も
､
そ
う
で
あ
る
｡

㈹

ま
た
､
日
本
に
お
い
て

｢政
治
｣
は
､
｢暗
-
､
汚
く

遠
く

男
性
的
｣
な
も
の
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
き
た

｡
こ
う
し
た
状
況

10



二〇〇五年衆議院議員選挙

の
中
､
桧
下
政
経
塾
に
入
っ
て
政
治
経
済
に
関
し
て
実
際
的
な
勉
強
を
す
る
こ
と
は
'
政
治
を
志
す
女
性
が
､
家
族
に
政
治
家
が

お
ら
ず
'
東
京
大
学
を
初
め
と
す
る
難
問
大
学
の
法
学
部
に
入
っ
て
キ
ャ
リ
ア
官
僚
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と
も
難
し
い
場
合
'
若

-
し
て
国
政
の
場
に
出
る
よ
い
チ
ャ
ン
ス
を
捷
供
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
｡

二
〇
〇
五
年
に
高
市
早
苗
は
選
挙
区
を
換
え
る
よ
う
に
強
い
ら
れ
た
が

｢女
性
枠
｣
を
提
供
さ
れ
た
｡
同
塾
出
身
者
に
は
'
川

条
志
嘉
が

｢刺
客
｣
と
し
て
登
用
さ
れ
た
だ
け
で
あ

っ
た
｡
川
条
は
､
か
つ
て
民
主
党
か
ら
立
候
補
し
て
落
選
し
た
こ
と
も
あ
る
｡

前
歴
を
問
わ
ず
に

｢人
前
で
し
ゃ
べ
れ
る
女
性
｣
を
立
て
よ
う
と
し
た
ゆ
え
の
'
安
易
な
選
択
だ
と
い
う
批
判
も
あ
っ
た
｡
松
下

政
経
塾
出
身
者
で
自
民
党
の
八
月
の
公
募
に
応
募
し
た
者
は
他
に
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
'
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
な
い
｡

画

風且

男
性
議
員
の
誓

経
験
者
は
多
望

本
稿
で
は
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
が
､
男
性
の

｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
｣
の
場
合
,
父
や

岳
父
で
あ
っ
た
議
員
や
大
臣
の
秘
書
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
L
t
｢地
方
議
員
｣
の
場
合
も
立
候
補
以
前
に
国
会
議
員
の
秘

書
を
経
験
し
て
い
る
場
合
が
少
な
-
な
い
｡
こ
れ
に
対
し
'
女
性
で

｢秘
書
｣
経
験
を
立
候
補
や
当
選
の
資
源
に
し
て
い
る
衆
議

院
議
員
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
｡

本
稿
に
お
い
て
は
小
測
優
子
を

｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
｣
に
分
類
し
て
い
る
が
､
彼
女
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
首
相
に
な
っ
た
父
の
私

㈹

設
秘
書
を
し
て
い
た
こ
と
を
公
に
し
て
い
る
-
ら
い
だ

(
1
九
九
九
年
四
月
～
二
〇
〇
〇
年
五
月
の
父
･
恵
三
の
急
逝
ま
で
)
｡
今

回
自
民
党
の
女
性
議
員
の
中
で

｢秘
書
｣
を
第

一
資
源
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
の
は
'
二
〇
〇
〇
年
に
無
所
属
で
当
選
し
､
二
〇

〇
三
年
は
自
民
党
で
当
選
し
た
上
川
陽
子
だ
け
で
あ
る
｡
彼
女
は
､
ボ
ー
カ
ス

(M
au
x
B
a
u
c
us)
米
国
上
院
議
員
政
策
立
案
ス

タ
ッ
フ
で
あ
っ
た
｡
日
本
に
お
け
る
秘
書
で
は
な
い
｡

日
本
の
国
会
の
秘
書
に
女
性
が
極
端
に
少
な
い
の
で
は
な
い
｡
二
〇
〇
五
年
二
月
版
の

『国
会
便
覧
』
で
は
'
衆
議
院
の
公
設

ill



論 説

秘
書
に
し
め
る
女
性
秘
書
は
二
二
八
人
で
'
比
率
は

一
六

･
七
%
で
あ
る
｡
他
方
で
議
員
に
占
め
る
女
性
比
率
は
'
当
時
七

二

%
で
あ

っ
た
｡
男
性
は
し
ば
し
ば
政
治
家
に
な
る
た
め
の
ス
プ
リ
ン
グ

･
ボ
ー
ド
と
し
て
秘
書
を
利
用
す
る
が
'
女
性
は
そ
う
で

姻

は
な
い
｡
お
そ
ら
-
'
女
性
の
秘
書
と
男
性
の
秘
書
に
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
に
差
が
あ
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
｡

議
員
の
代
理
と
し
て
の
ス
ピ
ー
チ
や
勉
強
会

へ
の
出
席
'
議
員
の
演
説
や
質
問
の
草
案
作
-
､
頼
ま
れ
ご
と
に
つ
い
て
の
分
類

と
､
議
員
本
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
案
以
外
の
処
理
に
お
け
る
官
僚
な
ど
と
の
交
渉
'
他
の
議
員
の
秘
書
と
の
付
き
合
い
と

駆
け
引
き
に
加
え
､
金
策
な
ど
'
企
画

二
且
案
'
調
査
､
交
渉
に
あ
た
る
戦
略
的
業
務
が
あ
る
｡
そ
れ
と
共
に
'
文
書
の
清
書
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
'
来
客
の
接
受
な
ど
比
較
的
容
易
な
兵
苑
に
あ
た
る

｢事
務
仕
事
｣
が
あ
る
｡
選
挙
区
担
当
の
秘
書
に
つ
い

て
も
両
方
の
仕
事
が
あ
り
､
別
人
が
手
分
け
し
て
担
当
す
る
こ
と
も
多
い
｡
保
守
的
な
選
挙
区
で
は
女
性
秘
書
が
議
員
の
代
理
と

し
て
人
前
に
立
つ
こ
と
は
あ
ま
り
歓
迎
さ
れ
な
い
と
想
像
さ
れ
る
L
t
事
務
所
の
取
り
ま
と
め
的
な
役
割
を
女
性
が
担
当
し
て
'

年
配
の
男
性
が
彼
女
の
下
僚
に
な
る
こ
と
も
想
像
し
に
く
い
｡

企
画

･
立
案
'
調
査
'
交
渉
の
担
当
者
は
'
い
わ
ば
議
員
に
準
じ
る
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
､
当
人
が
政
界
に
出
る
際

に
は
､
事
前
の
訓
練
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
｡
も
し
自
民
党
の
｢当
選
回
数
に
よ
る
ポ
ス
ト
の
配
分
｣
が
確
立
し
て
い
な
か
っ

た
ら
､
｢政
界
の
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
息
子
｣
よ
-
も
､
議
員
秘
書
の
方
が
後
継
者
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
｡

他
方
で
保
守
的
な
後
援
会
が
後
継
者
と
し
て
有
能
な
女
性
秘
書
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
-
い
｡
さ
ら
に
'
女
性
秘
書
も

一

部
は
企
画

･
立
案
'
調
査
､
交
渉
と
い
っ
た
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
､
男
性
よ
り
割
合
が
低
-
､
主
と
し
て

｢事
務
仕

事
｣
に
従
事
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
女
性
秘
書
は
余
り
政
治
家
向
き
に
訓
練
さ
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
｡

二
〇
〇
五
年
の
候
補
者
で
は
､
前
記
の
小
潮

･
上
川
以
外
に
は

｢秘
書
｣

は
い
な
か
っ
た
｡
こ
れ
は
二
〇
〇
五
年
の
小
泉
首
相

の
下
の
候
補
者
選
定
チ
ー
ム
が
'
｢黒
衣
｣
的
人
物
よ
-
も
華
や
か
な
印
象
を
与
え
る
人
物
を
優
先
し
た
こ
と
の
傍
証
に
な
る
か
も
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知
れ
な
い
｡
男
性
の
当
選
者
の
う
ち
当
選

一
回
の
議
員
を
見
て
み
る
と
'
五
七
人
の
男
性
新
人
当
選
者
の
う
ち

｢秘
書
｣

出
身
は

二
人
で
三

･
五
%
し
か
お
ら
ず
'
二
〇
〇
五
年
当
選
の
自
民
党
男
性
議
員
全
体
に
占
め
る

｢秘
書
｣

比
率
で
あ
る
四

･
四
%
よ
り

も
少
な
-
な
っ
て
い
る
｡

弁
護
士

･
医
師

･
他
の
資
格
の
専
門
家

日
本
で
は
法
曹
の
絶
対
数
が
少
な
す
ぎ
る
の
で
'
過
去
に
お
い
て
も
弁
護
士
の
議
負

二〇〇五年衆議院議員選挙

は
い
た
が
多
く
は
な
か
っ
た
｡
本
稿
で
は
､
弁
護
士

･
医
師
お
よ
び
他
の
資
格
の
専
門
家
で
あ
っ
て
も
家
族
に
政
治
家
が
い
れ
ば

そ
の
候
補
は

｢家
族
｣
に
､
家
族
に
政
治
家
が
い
な
い
場
合
に
地
方
政
治
家
を
経
験
し
て
い
れ
ば

｢地
方
｣
に
分
類
し
た
｡
｢医
師

の
往
診
カ
バ
ン
に
は
多
数
の
票
が
入
っ
て
い
る
｣
と
言
わ
れ
た
時
代
に
比
べ
る
と
､
医
師
の
肩
書
き
の
集
票
力
は
落
ち
て
い
る
｡

自
民
党
の
二
〇
〇
五
年
当
選
の
男
性
の

｢そ
の
他
の
資
格
｣
は
獣
医
で
あ
る
｡
彼
は
二
〇
〇
二
年
'
自
民
党
の
公
募
に
応
募
し

て
'
神
奈
川
県
第
八
区
で
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
の
補
欠
選
挙
に
自
民
党
公
認
で
立
候
補
し
た
が
敗
北
を
経
験
し
て
お
り
'
獣
医

資
格
は

｢資
源
｣
と
い
う
よ
り

｢落
ち
た
際
の
保
険
｣
と
し
て
機
能
し
た
と
思
わ
れ
る
｡

二
〇
〇
三
年
当
選
の
自
民
女
性
の
専
門
職
は
看
護
師
で
あ
る
｡
二
〇
〇
三
年
ま
で
自
民
党
の
女
性
弁
護
士
の
衆
議
院
議
員
は
ほ

と
ん
ど
い
な
か
っ
た
｡
自
民
党
も
民
主
党
も
公
募
を
行
う
ま
で

(前
者
は
二
〇
〇
二
年
'
後
者
は
二
〇
〇
〇
年
よ
-
早
い
)
は
'

比
較
的
経
済
安
定
性
を
持
っ
て
い
る
資
格
保
有
者
も
国
政
に
参
入
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
｡
衆
議
院
自
民
党
候
補
の

｢地
盤
｣

で
あ
る
年
配
の
名
望
家
男
性
は
'
公
募
に
よ
-
党
中
央
が
決
め
た
候
補
を
担
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
-
な
る
ま
で
は
'
｢自
分
の
頭
と

腕
で
た
た
き
上
げ
た
資
格
を
持
つ
女
性
｣
を
'
忌
避
し
た
と
思
わ
れ
る
｡

二
〇
〇
五
年
の
専
門
資
格
保
有
者
で
は
､
｢刺
客
｣
に
弁
護
士
の
稲
田
朋
美
'
看
護
師
の
阿
部
俊
子
'
公
認
会
計
士
の
広
津
素
子

が
お
り

｢女
性
枠
｣

に
入
っ
て
い
た
｡
M
B
A
の
井
揮
京
子
は

｢女
性
枠
｣
の
外
で
出
馬
し
た
｡
稲
田
は

｢中
国
百
人
切
り
裁
判

13



論 説

弁
護
人
｣
(百
人
切
り
の
事
実
を
否
定
す
る
側
)
と
し
て
､
敗
訴
続
き
で
は
あ
っ
た
が
右
翼
的
な
人
々
の
間
で
は
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー

が
あ
り
'
タ
レ
ン
ト
に
近
い
｡
阿
部
は
､
郵
政
民
営
化
問
題
で
造
反
L
t
立
候
補
で
き
な
-
な
っ
た
能
勢
和
子
の
分
の

｢看
護
連

盟
枠
｣
を
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
彼
女
が
争

っ
た
の
は
平
沼
起
夫
と
い
う

｢造
反
派
｣
の
大
物
で
あ
り
､
看
護
連
盟
で
は
幹
部
を

選
挙
区
に
送
り
込
ん
だ
が
'
人
海
戦
術
の
部
分
は
'
非
番
も
し
-
は
休
職
中
の
看
護
師
と
い
う
よ
-
も
創
価
学
会
婦
人
部
が
担
っ

て
い
た
よ
う
に
観
察
さ
れ
た
｡

広
津
は
最
後
に
決
ま
っ
た

｢刺
客
｣
で
あ
-
-

言
葉
は
悪
い
が
､
｢全
選
挙
区
に
郵
政
民
営
化
改
革
賛
成
派
を
立
て
る
｣
と
い

う
自
民
党
執
行
部
の
タ
テ
マ
エ
の
帳
尻
あ
わ
せ
に
近
か
っ
た
-

｢市
議
並
み
｣
の
選
挙
を
強
い
ら
れ
て
い
た
｡
党
中
央
の
や
る

気
の
な
さ
は
明
白
だ
っ
た
が
'
女
性
枠
で
当
選
し
た
｡
井
樺
は
こ
の
枠
を
は
ず
れ
て
い
た
｡
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
す
で
に
近
藤
三

津
枝

･
高
市
早
苗

･
井
脇
ノ
ブ
子
が

｢女
性
枠
｣
に
載
っ
て
お
り
'
余
-
多
-
の
女
性
優
遇
は
男
性
候
補
者
を
落
ち
着
か
な
く
さ

せ
る
だ
ろ
う
か
ら
避
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
そ
れ
で
も
彼
女
は
産
業
再
生
機
構
と
い
う
政
府
に
近
い
会
社
に
勤
め
て
お
り
､
資

格
と
キ
ャ
リ
ア
が
彼
女
を
立
候
補
に
押
し
上
げ
た
と
思
わ
れ
る
｡

｢研
究
者
｣
｢地
方
｣

と
な
ら
ん
で
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
女
性
を
増
や
し
た
こ
と
が
'
自
民
党
の
女
性
候
補
の
多
様
化
に
貢
献
し
た
｡

14

タ
レ
ン
ト
∴
ソ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト

衆
議
院
で
は
､
｢ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
｣
に
朝
日
新
聞
出
身
の
絵
島
み
ど
り

(二
〇
〇
〇
年
当
選
)

が
お
-
'
ジ
ェ
ン
ダ
ー
･
フ
リ
ー
へ
激
し
い
批
判
を
行
う
山
谷
え
り
子

(参
議
院
比
例
-

民
主
党
の
衆
議
院
議
員
と
し
て
当
選
'

保
守
党
に
移
行
'
二
〇
〇
三
年
選
挙
で
落
選
'
二
〇
〇
四
年
参
議
院
自
民
党
で
当
逮
)
が
い
た
｡
し
か
し
日
本
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
･L
自
体
に
女
性
が
少
な
-
､
専
門
家
と
同
様

｢有
能
な
女
性
｣
は
'
自
民
党
の
選
挙
を
地
方
で
享

見
る
名
望
家
男
性
に
は
好
ま

れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
｡
男
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
自
民
党
以
外
へ
の
リ
ク
ル
ー
ト
が
多
い
｡
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｢
タ
レ
ン
ト
｣

は
'
｢ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
｣
と
異
な
る
-

本
稿
で
は
キ
ャ
ス
タ
ー
は

｢
タ
レ
ン
ト
｣

に
分
類
し
た
-

｡
｢
タ
レ

ン
ト
議
員
｣
の
第

一
号
が
'
藤
原
あ
き
と
い
う
テ
レ
ビ
で
活
躍
し
て
き
た
女
性
だ
っ
た

(
一
九
六
二
年
､
参
議
院
全
国
区

自
民

党
)｡
最
近
で
は
､
ハ
ー
ド
な
ニ
ュ
ー
ス
の
女
性
キ
ャ
ス
タ
ー
が
増
え
て
い
る
｡
日
本
女
性
は
'
ま
だ
ま
だ
大
学
の
法
学
部
や
経
済

学
部
に
進
学
し
た
り
や
政
経
塾
に
入
っ
た
り
し
て
政
治

･
経
済
を
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
い
｡
キ
ャ
ス
タ
ー
は
'
時
事
問
題
の
知

識
を
深
め
'
特
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
日
本
女
性
が
得
難
い
技
能
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
'
今
後
自
民
党
に
特
化

す
る
こ
と
な
く
'
各
党
に
候
補
者
を
提
供
し
て
い
-
と
思
わ
れ
る
｡
キ
ャ
ス
タ
ー
に
は
'
男
性
に
反
感
を
抱
か
せ
ず
'
女
性
に
も

嫌
み
に
取
ら
れ
な
い
技
量
が
必
要
と
さ
れ
､
そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
人
材
は
政
治
家
と
し
て

｢有
能
｣
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
｡
し

か
し
こ
の
プ
ー
ル
自
体
は
そ
う
大
き
-
な
-
'
ま
た
競
争
が
激
し
い
業
界
で
あ
る
た
め
'
タ
レ
ン
ト
と
し
て
の
勝
者
が
必
ず
し
も

政
界
転
出
の
要
請
を
受
け
る
と
は
限
ら
な
い
｡

㈹

自
民
党
女
性

｢
タ
レ
ン
ト
｣
は
'
キ
ャ
ス
タ
ー
出
身
の
小
池
百
合
子
だ
が
､

一
九
九
二
年
に
日
本
新
党
か
ら
細
川
と
と
も
に
出

馬
し
て
参
議
院
比
例
で
当
選
し
､

一
九
九
三
年
に
は
衆
議
院
に
鞍
替
え
'
そ
の
後
新
進
党

･
自
由
党

･
保
守
党
を
経
て
自
民
党
人

-
し
二
〇
〇
三
年
に
も
当
選
し
た
｡
前
述
の
藤
野
真
紀
子
は
､
カ
リ
ス
マ
主
婦

(料
理
研
究
家
)
で

｢
タ
レ
ン
ト
｣
で
あ
る
｡
ま

た
選
挙
直
前
に
名
前
の
あ
が
っ
た
近
藤
三
津
枝

(比
例
の
み

｢女
性
枠
｣
近
畿
)
は
キ
ャ
ス
タ
ー
出
身
で
あ
る
｡
｢
タ
レ
ン
ト
｣
は

一
人
か
ら
三
人
に
増
え
た
｡

党
職
員

･
会
社
員

二
〇
〇
三
年
に
も
二
〇
〇
五
年
に
も
自
民
党
女
性
に
は
い
な
か
っ
た
｡
二
〇
〇
五
年
､
男
性
は
党
職
員
二

人
と
五
人
の
会
社
員
が
当
選
し
た
｡
会
社
員
は
自
民
党
か
ら
立
候
補
す
る
と
'
男
女
と
も
労
働
組
合
か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
な

い
の
で
､
他
の
資
源
が
必
要
に
な
る
｡
さ
ら
に
立
候
補
す
る
資
力
が
女
性
会
社
員
は
男
性
に
比
べ
て
少
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
原

15
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16

因
に
考
え
ら
れ
る
｡
な
お
公
明
党

･
共
産
党
で
は
'
｢党
職
員
｣
出
身
の
女
性
が

一
定
比
率
存
在
し
て
き
た
｡

会
社
な
ど
役
員

二
〇
〇
五
年
の
男
性
当
選
者
の
う
ち
四
人
は
会
社
役
員
だ
っ
た
｡
女
性
会
社
役
員
は
､
存
在
自
体
が
も
ち
ろ

ん
少
な
-
'
こ
の
強
力
な
家
父
長
社
会
の
中
で
多
-
の
困
難
に
直
面
し
て
お
り
'
立
候
補
し
に
く
い
｡
し
か
し
､
二
〇
〇
五
年
の

選
挙
で
は
井
脇
ノ
ブ
子

(比
例

近
畿

｢女
性
枠
｣
)

と
い
う
学
校
法
人
の
理
事
長
が
立
候
補
し
当
選
し
た
｡
会
社
役
員
と
同
様
'

上
司
の
顔
色
を
窺
わ
な
-
て
も
立
候
補
で
き
る
立
場
で
あ
る
｡
少
子
化
の
せ
い
で
'
娘
し
か
子
ど
も
の
居
な
い
社
長
や
理
事
長
も

増
え
て
い
る
｡
彼
ら
の
娘
た
ち
は
､
政
治
家
の
家
族
の
お
か
げ
で
は
な
-
､
富
ん
だ
父
の
お
か
げ
で
立
候
補
で
き
る
可
能
性
が
増

え
る
だ
ろ
う
｡

[㈲
恩

且

二
〇
〇
三
年
に
は
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
女
性
は
い
な
か
っ
た
｡
二
〇
〇
五
年
に
は
研
究
者
か
ら
は
､
猪
口
邦
子
(上

智
大
学
教
授
'
元
国
連
大
使

比
例
の
み

｢女
性
枠
｣
)
が
お
-
､
さ
ら
に
新
進
党
か
ら

一
九
九
六
年
に
衆
院
に
当
選
し
て
自
民
党

に
移
行
'
次
の
選
挙
で
落
選
し
て
い
た
山
中
燥
子
も
立
候
補
し
た

(｢女
性
枠
｣
で
も
あ
っ
た
が
う
選
挙
区
に
お
い
て
勝
利
)｡
日

本
で
は
大
学
教
員
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
職
員
が
政
治
家
に
転
身
す
る
こ
と
が
'
男
性
で
も
稀
で
あ
る
｡
日
本
で
は
学
会
と
政
界
の
間

の
壁
が
厚
-
'
｢回
転
扉
｣

が
開
か
れ
て
い
な
い
｡
小
泉
首
相
に
よ
っ
て
慶
応
大
学
教
授
か
ら
大
臣
に
抜
擢
さ
れ
'
後
に
参
議
院
の

議
席
を
得
た
竹
中
平
蔵
の
よ
う
な
例
は
男
性
で
も
異
色
で
あ
る
｡
な
お
竹
中
は
'
小
泉
首
相
の
退
任
と
と
も
に
大
臣
の
み
で
な
-

参
議
院
議
月
も
辞
任
し
た
｡

女
性
で
は
'
大
学
数
月
に
限
ら
ず
教
員
の
職
に
あ
る
こ
と
は
'
何
ら
か
の
専
門
知
識
を
持
ち
t
か
つ
人
前
で
話
す
こ
と
に
慣
れ

て
い
る
と
い
う
､
女
性
に
は
ま
れ
な
有
効
な
政
治
資
源
の
保
有
を
意
味
す
る
｡
し
か
し
特
に
大
学
の
女
性
教
員
は
少
な
い
｡
教
員
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の
多
-
は
か
つ
て
は
左
翼
思
想
の
シ
ン
パ
で
あ
り
'
日
教
組
に
組
織
さ
れ
て
お
-
､
保
守
政
党
か
ら
立
候
補
し
そ
う
に
な
か
っ
た
｡

今
日
で
は
保
守
政
党
か
ら
立
候
補
す
る
こ
と
へ
の
席
捲
は
減

っ
た
よ
う
だ
が
'
自
民
党
の
候
補
者
を
地
元
で
支
え
る
年
配
の
男
性

名
望
家
の
全
て
が
彼
女
た
ち
を
歓
迎
す
る
わ
け
で
は
な
い
｡
さ
ら
に
多
-
の
学
校
や
大
学
が
'

一
度
政
党
政
治
に
巻
き
込
ま
れ
た

人
物
を
雇
う
こ
と
に
つ
い
て
'
か
つ
て
は
非
常
に
慎
重
だ
っ
た
｡
し
か
し
今
日
､
い
く
つ
か
の
大
学
は
元
政
治
家
を
教
授
と
し
て

受
け
入
れ
始
め
て
い
る
｡

｢刺
客
｣
と
し
て
女
性
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
佐
藤
ゆ
か
り
が
野
田
に
ぶ
つ
け
ら
れ
た
｡
彼
女
は
小
選
挙
区
で
負
け
た
が
東
海
比
例

リ
ス
ト
の

｢女
性
枠
｣
で
選
ば
れ
た
｡
佐
藤
は
選
挙
戦
の
初
め
､
演
説
も
あ
い
さ
つ
も
握
手
も
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
｡
岐
阜
の
松
田

Tl.∩}

岩
男
参
議
院
議
員
と
笠
原
多
見
子
県
会
議
員
が
佐
藤
を
コ
ー
チ
し
た
が
'
お
そ
ら
く
党
執
行
部
が
彼
ら
に
頼
み
込
ん
だ
の
で
あ
ろ

う
｡
何
ら
か
の

｢見
返
り
｣
が
あ
っ
た
こ
と
は
'
選
挙
後
松
田
が
科
学
技
術
担
当
相
と
し
て
入
閣
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
へ
露
骨
に

証
明
さ
れ
た
｡

結
論

小
泉
首
相
は

｢公
募
｣
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
'
特
に

｢地
方
｣

｢資
格
｣
｢
タ
レ
ン
ト
｣
｢研
究
者
｣
の
グ
ル
ー
プ
で
女
性
候
補
者

の
多
様
性
を
増
加
さ
せ
た
｡
し
か
し
､
存
在
感
が
あ
る
の
は
'
安
倍
晋
三
改
造
内
閣
に
お
い
て
防
衛
大
臣
に
な
っ
て
t
の
ち
に
汚

職
疑
惑
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
守
屋
武
昌
防
衛
事
務
次
官

(当
時
)
と
の
バ
ト
ル
の
結
果
二
〇
〇
七
年
参
議
院
選
挙
投
票
前
に

｢再
任
を
望
ま
な
い
｣
と
表
明
し
た
小
池
百
合
子
と
'
岐
阜

一
区
の
公
認
を
復
党
し
た
野
田
聖
子
に
明
け
わ
た
し
た
が
二
〇
〇
八

17
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㈹

年
二
月
に
東
京
五
区
へ
の
転
出
が

｢振

っ
て
わ
い
た
よ
う
に
｣
決
め
ら
れ
た
佐
藤
ゆ
か
-
-
ら
い
で
あ
る
｡
い
-
つ
か
の
選
挙
区

に
お
い
て
は
'
候
補
者
の
精
査
が
不
十
分
で
あ

っ
た
｡
専
門
能
力
は
あ
っ
て
も
政
治
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
持
た
な
-
て
は
'
再
選

は
は
お
ぼ
つ
か
な
い
｡
こ
れ
は
'
一
九
八
九
年
参
議
院
議
員
選
挙
で
話
題
を
ま
い
た
'
｢元
祖
マ
ド
ン
ナ

(土
井
委
員
長
時
代
の
社

㈹

会
党
)｣
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま

っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
｡
ま
た
'
選
挙
区

･
選
挙
民
の
側
も
､
女
性
候
補
へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
さ
ら

a

に
減
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
｡
｢公
募
｣

は
候
補
者
選
定
過
程
の
透
明
化

の
た
め
の
良
い
手
段
か
も
し
れ
な
い
が
'
さ
ら
に
単
記
非

委
譲
式
と
い
う
地
方
の
選
挙
制
度
の
変
革
も
視
野
に
入
れ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

18

注

m

小
池
百
合
子

『小
池
式
コ
ン
セ
プ
ト

･
ノ
ー
ト
』
ビ
ジ
ネ
ス
社
､
二
〇
〇
七
年
､
二
〇
三
-
二
〇
八
頁
､
同

『女
子
の
本
懐
-

市
ヶ
谷
の
五
五

日
』
文
蛮
春
秋
､
二
〇
〇
七
年
､
参
照
｡

聞

飯
島
は
'
福
田
康
夫
内
閣
成
立
後
'
小
泉
が
現
職
の
衆
議
院
議
員
で
あ
り
続
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
秘
書
を
辞
職
し
た
｡
小
泉
内
閣
で
は

二
人
は

1
時
官
房
長
官
と
首
相
秘
書
官
と
い
う
関
係
で
あ

っ
た
が
へ
北
朝
鮮
政
策
で
の
対
立
が
し
こ
り
と
し
て
残

っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
｡

制

本
章
以
降
'
吉
野
孝

･
今
村
浩

･
谷
藤
悦
司

『誰
が
政
治
家
に
な
る
の
か
』
(早
稲
田
大
学
出
版
部
'
二
〇
〇
一
年
)
へ
と
-
に
そ
の
中
の
､
田
中

愛
治

｢
日
本
-

硬
直
化
し
た
個
人
主
導
型
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
｣
お
よ
び
､
今
村
浩

･
谷
藤
悦
司

｢
日
本
-

よ
う
や
-
始
ま

っ
た
女
性
の
政
治

進
出
｣
を
参
考
に
し
た
｡

㈲

田
中
真
紀
子
は
田
中
角
栄
元
首
相
の
娘
で
､
野
田
聖
子
は
野
田
卯

一
元
建
設
相
の
孫
で
あ
る
｡
二
人
と
も
先
代
か
ら
直
接
に
は
地
盤
を
受
け
継
い

で
い
な
い
が
'
本
稿
で
は
選
挙
区
内
に
上
記
の
身
内
の
政
治
家
が
い
る
場
合
'
｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
｣
と
分
類
す
る
｡
日
本
で
は
従
来
男
性
議
員
に
注
目
し

て
研
究
さ
れ
て
き
た
た
め

｢世
襲
政
治
家
｣
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
'
女
性
の
場
合
夫
が
政
治
家
で
あ
る
/
だ

っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が

多

い
の
で
'
両
方
を
含
む
た
め
に

｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
｣
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
｡
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5史U

な
お
'
地
方
議
員
出
身
経
験
者
で
も
､
身
内
に
政
治
家
が
い
れ
ば

｢
フ
ァ
ミ
リ
ー
｣
に
分
類
す
る
｡
但
し
､
女
性
の
官
僚
は
稀
で
あ
-

｢女
性
で

官
僚
出
身
｣

で
あ
る
こ
と
は
強
力
な
集
票
力
を
発
揮
す
る
と
思
わ
れ
る
た
め
､
｢官
僚
｣

に
分
類
す
る
｡
こ
れ
は
元
労
働
官
僚
の
森
山
真
弓
の
場
合
で
､

彼
女
は
参
議
院
議
員
に
当
選
し
今
は
衆
議
院
議
員
で
あ
る
｡
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9㈹価

西
川
京
子

『ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
婦
の
挑
戦
』
あ
さ
出
版
､
二
〇
〇
三
年
､
参
照
0

そ
れ
ま
で
は
'
女
性
に
関
し
て
は
採
用
率
の
方
が
合
格
率
よ
り
低
か

っ
た
が
'
こ
の
時
期
に
合
格
率
よ
り
採
用
率
が
高
-
な

っ
た
｡
男
女
を
問
わ

ず
全
て
の
国
家
公
務
員
試
験
合
格
者
が
採
用
さ
れ
る
の
で
は
な
-
､
ま
た
省
庁
を
越
え
た

一
括
採
用
で
は
な
-
､
任
命
権
者
は
各
省
庁
大
臣
で
あ
る

こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
｡
な
お
'
森
喜
朗
首
相
以
前
は
大
臣
は
お
よ
そ
半
年
な
い
し

一
年
で
交
代
し
'
省
庁
に
と

っ
て

｢大
臣
は
過
ぎ
去
る
旅
人

で
､
官
僚
は
生
涯
職
の
住
人
｣
で
あ

っ
た
か
ら
､
実
質
の
任
命
権
は
'
事
務
次
官

･
大
臣
官
房
長
､
大
臣
官
房
秘
書
課
長
が
握

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
｡
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本
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砂
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｢
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過
程
と
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｣
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丸
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仁
編
著

『
ニ
ュ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
政
治
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房

'二
〇
〇
〇
年

'参
照
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こ
う
し
た

｢地
域
推
薦
議
員
｣
た
ち
が
国
政
選
挙
で
は
自
民
党
候
補
の
た
め
の
運
動
を
担
う
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過
去
に
は
知
事
か
ら
国
政
に
出
る
者
が
多
か

っ
た
が
､
今
で
は
国
会
議
員
が
知
事
選
挙
に
出
る
｡
元
参
議
院
議
員
の
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本
暁
子

(元
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記
者
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現
在
千
葉
県
知
事
で
あ
る
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ェ
ブ
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ト
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に

｢入
塾
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
を
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象
に
､
塾
生
や
釧
回
の
話
を
交
え
な
が
ら
､
塾
の
概
要
や
研
修
方
針
な
ど
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説
明
い
た

し
ま
す

〔傍
線
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用
者
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問
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個

日
本
の
国
会
は
､
現
在
各
議
員
に

｢政
策
秘
書
｣
｢第

一
秘
書
｣
｢第
二
秘
書
｣
の
三
人
の
公
設
秘
書
が
お
り
'
そ
れ
以
外
の
私
設
秘
書
と
区
別
さ

れ
て
い
る
｡
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個
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〇
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田
長
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田
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か
ら
く
り
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〇
〇
三
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池
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八
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改
造
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､
科
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技
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潮
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い
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著
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書
房
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〇
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七
頁
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党
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共
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党
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党
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者
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定
過
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ブ
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ク
ボ
ッ
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で
あ
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受
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手
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入
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接
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読
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